植物公園警備業務仕様書
１　植物公園（以下「公園」という。）における業務内容は次に掲げるものとする。

　(１)　公園内の巡視及び公園施設の点検等

(２)　公園の不法及び不正使用の監視

(３)　公園内の火災の予防、発見及び通報並びに初期消火

(４)　植物公園入口、駐車場、管理道入口、事務所等の閉園後の施錠及び開園前の開錠
(５)　休園日における郵便物及び納品物等の収受
(６)　始業前と終業後及び休園日の入園者、入園車両の確認と案内

２　従事者は、受注者所定の制服を着用するとともに、身分証明書を携行しなければならない

３　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従事者の住所・氏名及び社会保険加入の有無、専用の携帯電話番号等を報告すること。また、それらに変更があったときも、同様とする。
４　業務実施時間は、次のとおりとする。

	実　施　区　分
	業　務　実　施　時　間
	配置人員

	開園日(夜間開園日以外)
	午後５時から翌日の午前８時４５分まで
	１名以上

	開園日(夜間開園日)
	閉園時間から翌日の午前８時４５分まで
	１名以上

	休　　園　　日
	午前８時４５分から翌日の午前８時４５分まで
	１名以上


　　なお、休園日とは、毎週金曜日（金曜日が祝日か８月６日の場合は開園する。）及び１２月２９日から１月３日まで。ただし、連休やイベント開催期間中など、必要に応じて臨時開園を行う。（令和４年度は別紙１－１のとおり。）
　　また、令和４年度の夜間開園日は別紙１－２のとおりである。
令和４年度～８年度の臨時開園日及び夜間開園日の予定日数は別紙１－３のとおりであるが、業務の都合により変更する場合があり、変更があった場合は発注者の指示を受けて適切に対応すること。
５　業務の実施は、次の要領により行うものとする。

(１)　公園施設の点検等は、巡回時計及び警備システム用携帯電話（以下「携帯電話」という。）を携行し指示された方法により定められた時刻（別表のとおり）に的確に行うこと。
(２)　警備システムから携帯電話に通報があった場合は、現場に急行するとともに、状況を適切に把握し、必要に応じ、ただちに警察へ通報するとともに発注者へ報告すること。
(３)　警備システムが正常に作動しているか、定期的に通報動作確認をすること。

(４)　公園施設の破損及び汚損等のか所並びに公園の不法、不正使用者の発見及び防止のために、公園内を発注者の指示により巡視するとともに、その状況について的確に把握すること。

(５)　公園施設の破損及び汚損等を発見した場合は、それが軽易なものであるときは、直ちに補修、清掃等を行うとともに、重要なものについては、速やかに発注者に報告すること。

(６)　公園の不法、不正使用者を発見した場合は、これを中止または園外に退去するよう忠告するとともに、これに従わないときは、直ちに発注者に報告すること。

　(７)　火災の予防にあたっては、特別に注意を払うとともに、万一、火災を発見した場合は、直ちに所定の関係先に通報し、初期消火に努めること。

(８)　来園者があった場合は、要領よく応対し、氏名、会社名、来園目的、来園時間等を所定の用紙に記入し翌日に発注者へ提出すること。
　(９)　開園日及び閉園日に、駐車場料金所(下)で通行車両のチェック等の警備業務を行うこと。（業務内容は別紙「その他仕様書（駐車場料金所（下）での警備業務について）」のとおり。）　
(10) 植物公園入口、駐車場、管理道入口の閉園後の施錠及び開園前の開錠を行うこと。
（11） 売改札、展示資料館、栽培・展示課事務所の開園前の開錠及び閉園後の売改札の施錠を行うこと。また、開錠時に売改札窓口のシャッターを上げること。
（12） 開園日の1回目の巡回時に、立体駐車場の照明を消灯すること。
（13） 郵便物については、種類ごとに数量を、納品物については、品名、数量、納品業者名を記入し翌日に発注者へ報告すること。

（14） 毎日の業務実施結果を所定の業務日誌に記入し、勤務の引継ぎを行うときに巡回時計とともに、発注者に提出すること。
６　委託契約約款第１２条第１項に定める委託業務実施報告書は、業務日誌１か月分の業務内容を記載した月間報告書とし、受注者は、業務日誌については業務終了の翌日（休日等についてはその翌日）に、月間報告書については翌月１０日までに、それぞれ所定の様式により発注者に提出するものとする。また、発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、翌月１９日（ただし、毎月の完了届を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を超える場合は、３月３１日とする。

７　費用の負担等

(１)　受注者は、委託業務を実施するに必要な警備員の控室等について、発注者の施設の一部を無償で使用するものとする。

(２)　委託業務に必要な経費のうち、電気料、水道料及びガス料は、発注者の負担とする。

(３)　打刻鍵は、発注者が指定した場所（別紙区域図のとおり）に設置し、巡回時計は発注者所有のものを使用する。
（４） 携帯電話は、受注者所有のものとし、業務開始までに受注者の負担で警備システムへ登録すること。また、携帯電話の番号は原則変更しないこと。
（５） その他委託業務を行うために必要な器材等は、全て受注者の負担とする。

８　前項に定める業務のほか、緊急事態が発生し、又は発生する恐れがあると認められるときは、関係機関への通報等の臨機の処置をとるとともに、発注者が指定した者へ連絡するものとする。

９　この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については、発注者・受注者協議して定めるものとする。

(別　表）
・開　園　日
	巡視開始時刻
	巡　　　　　視　　　　　区　　　　　域

	午　後　６　時
	別紙区域図　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	午　後　９　時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前１時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前５時30分
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10


・夜　間　開　園　日　Ａ
	巡視開始時刻
	巡　　　　　視　　　　　区　　　　　域

	午後９時３０分
	別紙区域図　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前１時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前５時30分
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10


・夜　間　開　園　日　Ｂ
	巡視開始時刻
	巡　　　　　視　　　　　区　　　　　域

	午後８時３０分
	別紙区域図　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前１時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前５時30分
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10


・休　園　日

	巡視開始時刻
	巡　　　　　視　　　　　区　　　　　域

	午　前　１０　時
	別紙区域図　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	午　後　１　時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	午　後　３　時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	午　後　６　時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	午　後　９　時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前１時
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10

	翌日の午前５時30分
	〃　　　→　１，２，３，４，５，６，７，８，９，10


